
日本基督教団 八ヶ岳教会 平和聖日 主日礼拝  NO.1183  2021 年 8 月 1 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳明美    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  清水由可   11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  75 ものみなこぞりて 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 エレミヤ書 6:13~14 

   マタイによる福音書 5:13~16 

讃 美 歌 Ⅱ-157 この世のなみかぜさわぎ 

説  教 『 塩、光、平和 』 

祈  禱 

讃 美 歌  520 しずけき河のきしべを 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 545 父のみ神に 

祝  禱   後  奏        

 「あなたがたは地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば、その塩は何によって塩味が付けられ

よう(ﾏﾀｲ 5:13)」。他ならぬ私たちが「地の塩」なのだと。地の塩は、さまざまな形で語られて来た。 

日露戦争開戦の折、ほぼすべての教会指導者がそれを義戦として称揚する中、内村鑑三は「教会の

堕落」だとして激しく抗議した。「平和はキリスト教の専門であります～しかるを、その教師が世の普

通の愛国心に引かされて、その根本教義までを曲ぐるに至りましては、これ塩がその味を失ったので

ありまして、後は用なし、外に捨てられて人に踏まるるのみであります(1904 年)」。 

「塩に塩気がなくなれば～もはや何の役にも立たず、外に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだ

けである(5:13b)」。内村の抗議は、現代でも胸にずしんと響く。「平和を実現する人々は、幸いである。

その人たちは神の子と呼ばれる(5:9)」。私たちが平和の実現のために何もしないなら、自らの「塩気」

を手離すことになろう。光栄にも、地の塩という「使命」を託された神の子であるのに。 

 「あなたがたは世の光である。山の上にある町は、隠れることができない(5:14)」。「世の光」とさ

れた私たちは、隠れることができない。「そんなぁ世の光だなんて、おこがましい」と腰が引けるだろ

うか。地の塩、世の光とされる現実は、ある意味厳しいことかもしれない。しかし誰も誇ることがな

きよう、無学・無力・無に等しい私が召し出された(Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:27~29)。従わないわけにはいくまい。 

ともし火を燭台の上に置き「家の中のものすべてを照らす(ﾏﾀｲ 5:15)」。つまり世の隅々を、平和の

福音で照らす。「そのように、あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい(5:16)」。すなわち、世にお

いて私たちが、無に等しいまま、それぞれの姿で、のびやかに、キリストの弟子であり続けること。 

 「彼らは、わが民の破滅を手軽に治療して、平和がないのに、〔平和、平和〕と言う(ｴﾚﾐﾔ 6:14)」。

平和を実現できたか否かではなく、問題は人間の偽りだ。「身分の低い者から高い者に至るまで皆、利

をむさぼり、預言者から祭司に至るまで、皆、欺く(6:13)」罪の、無自覚ぶりが告発されている。 

 コロナ感染予防のために、教会は窓を開けている。その開いた窓から「平和がないのに〔平和、平

和〕と言う」悪霊が吹き込んで来る。悪霊は利をむさぼらせる巧妙な「愛国心」で、教会の根本教義(平

和)をも曲げてしまう。今夏の五輪、開催反対なので意識的に遠ざけていた。ところがニュース映像で

表彰式の日の丸を見かけると、心の底がしくりと疼いた。俺も愛国心から自由ではないらしい。 

キリスト者は罪人で、己が闇に神の光を授かっている。私たちに塩気がなくなり、無用になると「人々

に踏みつけられる(ﾏﾀｲ 5:13)」。だがキリストは、私たちを決して放り出さず、深く愛し、叱咤し、慰

めて下さる。だから「あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい(5:16)」。その光で、踏みつける「人々

が天の父をあがめるようになる(5:16)」。天の父をあがめて、平和は必ず実現する。つまり神の御国が

到来する日に。地の塩である使命と、平和の光を与えられている私たちは、生きていても死んでいて

も到来する御国にむかって歩み続ける。内村鑑三も晩年、御国の到来を今か今かと待ち望んでいた。 

大きな声は必要ない ただ隠れずに キリストの弟子として普段着で町角に立っているだけでいい 

生かされるままに生きる 愛国心の同調圧力がそれを阻む 弟子であることの普段着は恵みの力 

8/8 の礼拝後に役員会を開きます。コロナで今年も平和集会が開けませんので、集会所のピースツ

リーに貼りつける「葉っぱ」に平和メッセージを書いて下さい。牧師の動き:8/2 刑務所で終日教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


